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論文内容の要旨

本論文では、階数 1 の偶格子に付随して得られる格子頂点作用素代数の 22ーオービフォールド模型の表現論につ

いて研究する。主要な目的は次の 3 つである。

1. 自由ボゾンオービフォールド模型のフュージョン則の決定、

2. 電荷共役オービフォールドのフュージョン則の決定、

3. 電荷共役オービフォールドの有理性の証明。

これらのうち 1 、 2 に関しては完全に決定し、 3 に関しては格子の生成元の square length が“ 2 x (素数)"の場

合に証明した。

階数 1 の偶格子 L=Z α に対し句 =C~zL とおく。このとき句を可換リ一代数と見て、そのアファイン化句を考える。

このとき句の最高ウェイト À E 1)*、レベル 1 の既約最高ウェイト表現を M(1， À) とすると、 M(1) =M(l ，O) は頂点

作用素代数の構造をもち、 M(l， À) は既約な M(l)-加群となる。更にれ=EBβELM( l， β) とおくと、れもまた頂点作

用素代数の構造をもっo これらの頂点作用素代数は L のー 1-isornetry から誘導される自己同型写像を持ち、この自

己同型によるそれぞれのオーピフォールド模型、すなわち固定点全体のなす部分空間 M(l)+" 打もまた頂点作用素

代数となる。これらの頂点作用素代数はそれぞれ自由ボゾンオービフォールド模型、電荷共役オービフォールドとよ

ばれており、その既約表現は完全に分類されている。本論文では M(l)+ と打の任意の既約表現 M'、 M2、 M3に対し、

intertwining 作用素 M'→Horn(M2、 M3) {z} 全体のなす空間の次元(フュージョン則)を決定した。

頂点作用素代数はその Z:;>o-graded な加群が常に完全加約となる時、有理的であるという。有理的な頂点作用素代

数の自己同型群の有限部分群によるオービフォールド模型は再び有理的になると予想されている口偶格子 L 付随し

て得られる格子頂点作用素代数れは有理的であることが知られているo 格子 L の階数が l の時に、そのオーピフォー

ルド模型打の有理性について考察し、 square length <α ， α)/2 が素数となる場合に町が有理的になることを証明

した。

論文審査の結果の要旨
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本論文は階数が 1 の格子より定義される頂点作用素代数の対合に関する不変部分頂点作用素代数(オービフォール

ド模型)の表現に関してそれまで知られていなかったフュージョン則(繋絡作用素の空間の次元)を決定し、更に格

子の生成元のノルムに関する仮定の下で表現の完全可約性を示したもので、この成果は博士(理学)の学位論文とし

て十分価値あるものと認める。
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